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第３章 経済・財政一体改革の進捗・推進 

３．主要分野ごとの改革の取組 

（２）社会資本整備等 

③公的ストックの適正化とインフラ管理のスマート化 

 

 

地方公共団体における「個別施設計画」の策定とそれに基づく公

共施設等の集約化・複合化等や、その進捗に応じた継続的な公共施

設等総合管理計画の見直し・充実を促進する。そのため、関係府省

が、ガイドラインの策定や、更新費用試算ソフトの提供、先進事例

の横展開を行い、比較可能性を確保した上で、地方公共団体の実効

的な個別施設計画の策定を支援する。さらに、一定の期間を定めた

中長期の住民一人当たりインフラ維持管理・更新費の見通しを地方

公共団体間で比較可能な形で示す「見える化」を民間のノウハウ等

も活用し推進するとともに、都道府県においてもその取組を支援す

る。  

インフラ維持管理・更新に関する関係府省の研究開発に当たって

は、総合科学技術・イノベーション会議が中心となって、政府横断的

な視点で事業と予算や施策の関係整理・「見える化」・成果の横展開を

進める。また、インフラメンテナンス国民会議等を通じて、民間の活

力・ノウハウの活用推進や優良事例の全国展開、関連する企業の海外

市場への展開を図る。 


